
 

 

 

公有地へのシェアサイクルポート設置について 
 

【事業概要】 

シェアサイクルの効果や課題を検証することを目的として、豊橋市、マルシメ株式

会社（本社：豊橋市）及び OpenStreet株式会社（本社：東京都港区）の３者によって、

令和８年６月 23 日(火)にシェアサイクル活用に向けた連携協定の締結式・出発式を実

施し、公有地にサイクルポートを設置した。 

 

【協定の概要】  

豊橋市は公有地を提供し、マルシメ株式会社はシェアサイクルの運営、OpenStreet 

株式会社はアプリケーションの提供を行う。 

 

 

 

 

【サイクルポート設置の公有地】  

・豊橋市役所市民広場：6台 

・二川駅南口ロータリー：5台 

・豊橋市総合動植物公園東門前：6台 

 

【シェアサイクルの現状】  

マルシメ株式会社と OpenStreet株式会社は、アプリケーションを利用して、令和６

年７月から市内でシェアサイクル事業を行っており、現在、公有地を含めてサイクル

ポート 23か所で運用されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

× × 

↑HELLO CYCLING 

（OpenStreet株式会社） 

ホームページ 

【資料４】 

（写真左から）マルシメ（株）大熊代表取締役社長、豊橋市 長坂市長、

OpenStreet（株）工藤代表取締役社長 CEO 

出発式の様子 

 



 

 

 

【現在の市内サイクルポート設置位置一覧（民有地）】 ※HELLO CYCLING（OpenStreet株式会社）ホームページより 


